
一
七

方
東
樹
師
弟
が
桐
城
派
形
成
に
果
た
し
た
役
割

浅　

井　

邦　

昭

は
じ
め
に

姚
鼐
が
古
文
の
大
家
と
し
て
声
望
が
高
ま
る
と
、
そ
の
下
に
は
、
多
く
の
弟
子

が
集
ま
っ
て
き
た
。
彼
は
後
に
方
苞
、
劉
大
櫆
と
と
も
に
「
桐
城
三
祖
」
と
称
さ

れ
る
が
、
そ
の
古
文
は
、
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
彼
ら
を
核

に
し
な
が
ら
、
文
学
流
派
と
し
て
の
桐
城
派
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

姚
門
に
は
、
方
東
樹
、
劉
開
、
管
同
、
梅
曾
亮
、
姚
瑩
、
陳
用
光
な
ど
の
優

れ
た
弟
子
が
い
た
。
曾
國
藩
の
「
歐
陽
生
文
集
序
」（『
曾
文
正
公
文
集
』
巻
一
）

は
、
最
も
早
く
桐
城
派
を
論
じ
た
文
章
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
姚
鼐
の
教
え
が

師
弟
関
係
や
交
友
関
係
を
通
し
て
広
ま
っ
た
と
し
、
桐
城
、
江
西
、
廣
西
、
湖
南

に
お
け
る
桐
城
派
の
系
譜
を
示
し
た
。
柳
春
蕊
『
晩
清
古
文
研
究　

以
陳
用
光
、

梅
曾
亮
、
曾
國
藩
、
吳
汝
綸
四
大
古
文
圏
子
爲
中
心
』（
百
花
洲
文
藝
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）
は
、
江
西
、
廣
西
、
湖
南
へ
の
伝
播
を
、
陳
用
光
、
梅
曾
亮
、
曾

國
藩
に
注
目
し
て
論
じ
、
桐
城
派
が
拡
大
し
て
い
っ
た
過
程
を
考
察
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
梅
曾
亮
が
当
時
最
も
影
響
力
が
あ
り
、
戸
部
侍
郎
と
し
て
京
師
に
二

十
年
あ
ま
り
滞
在
す
る
あ
い
だ
に
、
多
く
の
知
識
人
と
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
劉
聲

木
『
桐
城
文
學
淵
源
考
』
巻
七
で
は
、
梅
曾
亮
に
師
事
ま
た
は
私
淑
し
た
者
と
し

て
、
三
十
七
名
を
数
え
て
い
る
。
弟
子
た
ち
に
は
進
士
や
挙
人
も
多
く
、
そ
の
社

会
的
地
位
の
高
さ
か
ら
、
京
師
文
壇
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
者
も
い
る
。

桐
城
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
は
、
馬
其
昶
が
「
其
の
郷
里
に
在
り
て
は
、
植
之
、

孟
塗
、
石
甫
の
三
先
生
最
も
著あ
ら
は
れ
、
因
り
て
小
方
劉
姚
の
目
有
り
（
其
在
郷
里
、

植
之
、
孟
塗
、
石
甫
三
先
生
最
著
、
因
有
小
方
劉
姚
之
目
）。」（『
桐
城
耆
舊
傳
』

巻
十
「
許
胡
左
劉
張
五
先
生
傳
弟
百
二
」）
と
い
い
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、

方
東
樹
、
劉
開
、
姚
瑩
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
劉
開
は
早

く
に
こ
の
世
を
去
り
、
姚
瑩
は
官
職
に
就
い
て
外
地
に
赴
く
期
間
が
長
か
っ
た
た

め
、
実
質
的
に
は
、
方
東
樹
が
中
心
と
な
り
、
多
く
の
桐
城
出
身
者
が
、
彼
に
師

事
し
た
。
曾
國
藩
は
、
弟
子
の
一
人
の
戴
鈞
衡
を
評
し
て
、「
桐
城
に
在
る
者
は
、

戴
鈞
衡
存
莊
有
り
。
植
之
に
事つ
か

ふ
る
こ
と
久
し
く
、
尤
も
精
力　

人
よ
り
過
絶
せ

り
。
自
ら
を
以
て
其
の
邑
の
先
正
の
法
を
守
る
と
爲
せ
ば
、
之
れ
を
後
進
に
ゆ
ず

る

に
、
義
と
し
て
讓
る
所
無
き
な
り
（
在
桐
城
者
、
有
戴
鈞
衡
存
莊
。
事
植
之
久
、

尤
精
力
過
絶
人
。
自
以
爲
守
其
邑
先
正
之
法
、

之
後
進
、
義
無
所
讓
也
）。」

（
前
出
「
歐
陽
生
文
集
序
」）
と
い
い
、
彼
が
桐
城
先
賢
の
法
の
守
護
者
た
る
こ
と

を
自
任
し
、
そ
れ
を
後
進
に
伝
え
る
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
て
い
た
点
を
紹
介
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
思
い
入
れ
は
、
戴
鈞
衡
だ
け
で
な
く
、
方
東
樹
師
弟

に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
識
は
、
彼
ら
の
活
動
が
桐
城
を
中
心
に
展

開
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
桐
城
派
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
の
、
方
東
樹
師
弟

の
意
識
は
、
ほ
か
の
地
域
の
人
々
と
は
異
な
る
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
、
彼
ら
の
活
動
が
桐
城
派
の
形
成
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
た
か

論
じ
て
い
く
。
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一
八

一
、
文
壇
に
お
け
る
方
東
樹
師
弟
の
位
置
づ
け

方
東
樹
師
弟
は
桐
城
を
中
心
に
し
て
活
動
し
、
京
師
の
梅
曾
亮
ら
と
も
交
流
を

持
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
京
師
の
人
々
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
同
派
意
識
を
持
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
方
東
樹
師
弟
に
つ
い
て
概

観
し
た
上
で
、
京
師
文
壇
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
見
て
お
く
こ
と
に
す

る
。ま

ず
、
師
で
あ
る
方
東
樹
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
方
東
樹
、
字
は
植
之
、
桐
城

の
人
。
嘉
慶
年
間
に
諸
生
と
な
り
、
五
十
年
に
わ
た
る
客
遊
を
経
て
、
晩
年
は
家

居
し
、
八
十
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
そ
の
著
に
は
、『
攷
槃
集
文
録
』『
漢
學
商

兌
』『
昭
昧
詹
言
』
な
ど
が
あ
る
。
彼
は
科
挙
に
及
第
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
陳

用
光
、
阮
元
、
姚
瑩
、
鄧
廷
楨
な
ど
の
招
き
に
応
じ
、
館
師
や
幕
客
と
し
て
生
計

を
立
て
て
い
た
。
姚
瑩
は
「
植
之
の
著
述
富
む
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
窮
老
不
遇
な

れ
ば
、
言
は
郷
里
よ
り
出
で
ず
（
植
之
著
述
雖
富
、
而
窮
老
不
遇
、
言
不
出
郷

里
）。」（『
東
溟
文
集
文
後
集
』
巻
十
「
惜
抱
先
生
與
管
異
之
書
跋
」）
と
し
て
、

そ
の
影
響
力
が
桐
城
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
で
、
方
東
樹
は
姚

鼐
に
最
も
長
く
仕
え
た
弟
子
で
あ
り
、
五
十
歳
以
後
は
、
各
地
の
書
院
に
招
か
れ

て
学
問
を
講
じ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
学
識
は
評
価
さ
れ
、
姚
門
の
中
で
は
重
ん

じ
ら
れ
て
い
た
。

『
桐
城
文
學
淵
源
考
』
巻
八
は
、
方
東
樹
の
弟
子
と
私
淑
す
る
者
と
し
て
、
二

十
六
人
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
年
長
の
蘇
惇
元
が
道
光
十
三
年
（
一
八
三
三
）

に
弟
子
と
な
り
、
道
光
二
十
年
（
一
八
四
〇
）
に
方
東
樹
が
広
東
か
ら
帰
る
と
、

方
宗
誠
、
文
漢
光
、
甘
紹
盤
、
戴
鈞
衡
ら
が
入
門
し
、
ほ
か
に
も
、
方
士
超
、
馬

三
俊
、
張
泰
來
、
鄭
福
照
、
陳
澹
然
な
ど
の
弟
子
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
弟
子
の
中

で
、
本
稿
で
論
及
す
る
方
宗
誠
、
戴
鈞
衡
、
蘇
惇
元
、
文
漢
光
に
つ
い
て
、
以
下

に
簡
単
に
見
て
お
く
。

方
宗
誠
は
、
字
が
存
之
、
号
が
柏
堂
、
桐
城
出
身
の
諸
生
で
、
方
東
樹
の
従
弟

で
あ
る
。
後
に
曾
國
藩
に
招
か
れ
幕
客
と
な
り
、
そ
の
推
薦
に
よ
り
、
棗
強
の
知

県
に
な
っ
た
。
そ
の
著
に
は
、『
柏
堂
集
』『
柏
堂
經
説
』
な
ど
が
あ
る
。
戴
鈞
衡

は
、
字
が
存
莊
、
号
が
蓉
洲
、
桐
城
出
身
で
道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
）
の
挙
人

で
あ
る
。
劉
聲
木
は
、
彼
を
方
東
樹
に
仕
え
た
期
間
が
最
も
長
い
弟
子
と
す
る
。

そ
の
著
に
『
味
經
山
館
詩
文
鈔
』
な
ど
が
あ
る
。
蘇
惇
元
は
、
字
が
厚
子
、
号
が

欽
齋
、
桐
城
出
身
の
監
生
で
あ
る
。
そ
の
学
問
は
張
履
祥
に
近
く
、
文
章
は
方
苞

に
似
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
著
に
は
、『
欽
齋
詩
稿
』『
四
禮
從
宜
』
な
ど
が
あ
る
。

文
漢
光
は
、
初
名
を
聚
奎
と
い
う
。
字
は
斗
垣
、
号
は
鍾
甫
、
桐
城
出
身
の
諸
生

で
あ
る
。
彼
は
詩
文
に
巧
み
で
、
そ
の
著
に
は
、『
斗
垣
初
集
』
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
略
歴
か
ら
は
、
弟
子
の
ほ
と
ん
ど
が
桐
城
出
身
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
う
ち
、
戴
鈞
衡
が
唯
一
の
挙
人
で
あ
る
の
が
例
外
で
、
多
く
の
弟
子
が
師
と

同
じ
生
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
が
桐
城
の
外
で
活
躍
す
る
機
会
は
、
そ

れ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
方
東
樹
自
身
は
姚
門
の
高
弟
と
し

て
世
間
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
、
同
門
の
梅
曾
亮
ら
を
通
じ
て
、
京
師
文
壇
と
も
交
流

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
京
師
と
の
交
流
は
、
戴
鈞
衡
が
窓
口
の
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

戴
鈞
衡
が
京
師
文
壇
に
名
を
知
ら
れ
る
の
は
、
会
試
受
験
の
た
め
に
上
京
し
た

か
ら
で
あ
る
。
彼
の
文
章
は
、
桐
城
と
京
師
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
多
く
の
知
識
人
と

の
交
流
を
経
て
形
成
さ
れ
た
。
彼
の
文
集
自
序
に
は
、
そ
の
過
程
が
記
さ
れ
て
い

る
。

閒ま

ま
藳
を
録
す
る
こ
と
有
る
も
、
必
ず
之
れ
を
植
之
先
生
と
同
門
の
厚
子
、

鐘
甫
、
存
之
の
三
人
な
る
者
と
に
正
し
て
、
而
る
後
に
存
す
。
歳
は
庚
戌
壬

子
、
先
後
し
て
兩ふ
た

た
び
都
に
入
る
。
湘
郷
の
曾
侍
郎
、
仁
和
の
邵
映
垣
、
山

陽
の
魯
通
甫
、
武
陵
の
楊
性
農
、
巴
陵
の
吳
南
屏
、
復
た
審
正
を
加
へ
、
選

び
て
若
干
首
を
存
す
一
。（『
味
經
山
館
文
鈔
』
巻
首
「
味
經
山
館
文
鈔
自
序
」）

戴
鈞
衡
の
文
章
は
、
ま
ず
桐
城
で
方
東
樹
の
指
導
と
蘇
惇
元
、
文
漢
光
、
方
宗
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一
九

誠
の
批
評
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
後
、
道
光
三
十
年
（
一
八
五
〇
）
の
庚
戌
科
と

咸
豐
二
年
（
一
八
五
二
）
の
壬
子
恩
科
に
受
験
す
る
た
め
上
京
す
る
と
、
曾
國

藩
、
邵
懿
辰
、
魯
一
同
、
楊
彝
珍
、
吳
敏
樹
ら
と
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
い
ず
れ
も

当
時
の
京
師
文
壇
に
お
け
る
名
士
で
あ
り
、
梅
曾
亮
に
近
い
人
物
も
含
ん
で
い

る
。
彼
ら
か
ら
文
章
の
査
定
を
受
け
た
こ
と
は
、
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
彼
が
梅
曾
亮
と
も
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、「
呈
梅
伯
言
郎
中
」

（『
味
經
山
館
詩
鈔
』
巻
五
）
や
「
奉
懷
梅
伯
言
先
生
」（『
味
經
山
館
詩
鈔
』
巻

六
）
に
見
え
る
。
文
壇
に
お
い
て
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
知
遇
を
得
た
の
は
、
方
東

樹
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
こ
の
二
度
の
上
京
を
通
じ
て
、
方
東
樹
師

弟
の
桐
城
に
お
け
る
活
動
も
京
師
に
も
伝
え
ら
れ
、「
歐
陽
生
文
集
序
」
に
お
い

て
、
桐
城
派
の
系
譜
に
彼
ら
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

戴
鈞
衡
以
外
に
も
、
方
東
樹
の
弟
子
と
京
師
文
壇
と
の
交
流
は
見
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
方
宗
誠
は
、
梅
曾
亮
の
弟
子
で
あ
る
朱
琦
と
劉
傳
瑩
に
対
し
て
「
朱
伯
韓

先
生
傳
」（『
柏
堂
集
續
編
』
巻
十
一
）
と
「
劉
茮
雲
傳
」（『
柏
堂
集
續
編
』
巻
十

二
）
を
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、『
柏
堂
師
友
言
行
記
』
巻
二
に
は
、
太
平
天
国

の
乱
に
よ
り
、
蘇
惇
元
、
文
漢
光
、
戴
鈞
衡
が
死
後
も
埋
葬
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

を
、
曾
國
藩
が
聞
き
、
彼
ら
の
た
め
に
墓
地
を
買
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
幕
客
で
あ
っ
た
方
宗
誠
が
報
告
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
方
東
樹
の
弟
子

た
ち
に
対
す
る
曾
國
藩
の
敬
意
の
表
れ
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
方
東
樹
と
梅

曾
亮
の
交
遊
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
も
、
桐
城
と
京
師
文
壇
と
の
交
流
は
、
同
じ

姚
鼐
の
継
承
者
と
い
う
縁
に
よ
っ
て
続
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
方
東
樹
師
弟
は
、
京
師
文
壇
と
は
異
な
る

性
格
も
有
し
て
い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
彼
ら
が
桐
城
三
祖
の
学
術
に
お
け
る
継

承
者
に
な
ろ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
方
東
樹
は
、
四
十
歳
を
超
え
る
と
詩
文
を
以

て
世
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
義
理
を
研
鑽
し
、
経
史
百
家
や
仏
老
の
説
を

究
め
た
。
そ
の
教
え
は
弟
子
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ
、
彼
ら
も
学
術
に
力
を
注
ぐ
よ

う
に
な
っ
た
。
師
弟
が
と
り
わ
け
学
術
に
注
目
し
た
の
は
、
桐
城
古
文
の
継
承
を

標
榜
す
る
ほ
か
の
人
々
と
、
自
分
た
ち
を
差
別
化
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
方
宗
誠
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

桐
城
の
古
文　

天
下
に
名
あ
れ
ば
、
則
ち
方
望
溪
、
劉
海
峰
、
姚
惜
抱
の
三

先
生
を
以
て
、
實
に
海
内
文
章
の
宗
と
爲
す
。
學
を
承
く
る
の
士
、
濡
染
す

る
こ
と
日
に
深
け
れ
ば
、
往
往
に
し
て
文
辭
を
以
て
自
ら
を
見あ
ら
はさ
ん
と
す
る

を
喜
ぶ
。
曩さ
き
ご
ろ者
、
自
ら
量
を
揣は
か

ら
ず
、
予
の
友
の
文
鍾
甫
、
戴
存
莊
、
馬
命

之
と
經
學
行
義
を
以
て
相
い
砥
勵
し
、
而
し
て
又
た
餘
力
を
以
て
辭
章
に
從

事
す
。
以
爲
ら
く
文
な
る
者
は
道
の
末
に
し
て
、
而
も
要
す
る
に
亦
た
學
の

中
に
有
る
所
の
事
な
り
と
二
。（『
柏
堂
集
補
存
』
巻
二
「
徐
椒
岑
文
集
序
」）

こ
こ
で
は
、
文
章
を
道
の
末
と
し
て
、
学
術
に
包
摂
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
「
承
學
之
士
」
と
は
、
京
師
の
人
々
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
中
心
と
な
る
梅
曾
亮
は
、
詩
文
に
秀
で
て
は
い
た
も
の
の
、
こ
こ
で
い
う
経

学
行
義
に
お
い
て
き
わ
だ
っ
た
成
果
を
収
め
て
い
な
い
。
こ
の
傾
向
は
弟
子
た
ち

も
共
通
し
て
お
り
、
彼
ら
は
主
に
詩
文
の
応
酬
を
通
じ
て
、
桐
城
古
文
の
継
承
者

と
し
て
同
人
意
識
を
高
め
て
い
た
。
一
方
、
方
東
樹
の
『
漢
學
商
兌
』
は
、
方
宗

誠
に
「
蓋
し
先
生
の
書
行
な
は
れ
て
よ
り
漢
學
家
の
程
朱
を
詆
誣
す
る
の
風
始
め

て
漸
く
熄や

ま
ん
（
蓋
自
先
生
書
行
而
漢
學
家
詆
誣
程
朱
之
風
始
漸
熄
矣
）。」（『
柏
堂

集
前
編
』
巻
七
「
儀
衛
先
生
行
狀
」）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
著
作
が
流
行

を
一
変
さ
せ
た
と
い
う
、
師
弟
共
通
の
自
負
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
分
た
ち
を

桐
城
三
祖
の
学
術
に
お
け
る
継
承
者
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
京
師
に
お
け
る
桐

城
古
文
の
流
行
と
は
、
一
線
を
画
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
方
東
樹
師
弟
と
京
師
文
壇
と
の
交
流
を
見
た
上
で
、
両
者
の
差
異

に
つ
い
て
見
て
き
た
。「
歐
陽
生
文
集
序
」
は
、
方
東
樹
ら
も
桐
城
派
の
系
譜
に

位
置
づ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
京
師
か
ら
の
評
価
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
は
ほ
か
の

継
承
者
と
は
違
う
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
。
こ
の
違
い
の
根
底
に
あ
る
の
が
、
方
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二
〇

東
樹
ら
が
桐
城
出
身
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
で
あ
る
。
桐
城
と
い
う
土
地
に
特
別

な
思
い
入
れ
を
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
は
京
師
文
壇
と
異
な
る
か
た
ち
で
桐
城
三
祖

の
継
承
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
次
章
以
降
で
は
、
方
東
樹
師
弟
が
桐

城
三
祖
を
ど
う
位
置
づ
け
、
出
身
地
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
、
ど
う
活
動
に
結
び

つ
け
て
い
た
か
考
察
し
て
い
く
。

二
、
桐
城
人
文
に
お
け
る
桐
城
三
祖

方
東
樹
師
弟
は
、
桐
城
の
地
域
文
化
に
言
及
す
る
際
に
、
た
び
た
び
「
桐
城
人

文
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
い
る
。
郷
土
の
地
域
文
化
を
重
視
す
る
こ
と
は
、

桐
城
に
限
ら
ず
、
地
方
知
識
人
に
広
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
た
だ
し
、
桐
城

の
場
合
は
、
桐
城
三
祖
を
生
み
出
し
た
と
い
う
歴
史
背
景
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

彼
ら
は
桐
城
三
祖
を
桐
城
人
文
の
代
表
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
。
そ
こ
で
、
本

章
で
は
、
彼
ら
が
主
張
し
た
桐
城
人
文
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

方
東
樹
は
姚
門
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
が
、
師
承
と
は
別

に
、
家
学
を
重
ん
じ
る
姿
勢
も
見
せ
て
い
る
。
姚
瑩
へ
の
書
簡
に
「
憶
ゆ
る
に
十

一
歳
よ
り
、
文
を
爲つ
く

る
を
學
ぶ
。
時
に
先
子　

海
峰
先
生
曁お
よ

び
惜
翁
を
承
け
、
古

文
詞
の
學
を
倡と
な

ふ
れ
ば
、
僕
耳
に
し
て
之
れ
に
熟
す
。
盡
く
は
識
る
こ
と
能
は
ざ

る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
此
の
流
に
與く
み

せ
り
と
（
憶
自
十
一
歳
、
學
爲
文
。
時

先
子
承
海
峰
先
生
曁
惜
翁
、
倡
古
文
詞
之
學
、
僕
耳
而
熟
之
。
雖
不
能
盡
識
、
然

亦
與
於
此
流
矣
）。」（『
攷
槃
集
文
録
』
巻
六
「
答
姚
石
甫
書
」）
と
あ
る
よ
う
に
、

父
の
方
績
か
ら
家
学
と
し
て
劉
大
櫆
と
姚
鼐
の
古
文
を
学
ん
だ
。
方
東
樹
の
家

は
、
桐
城
三
祖
と
世
交
が
あ
る
た
め
、
そ
の
継
承
を
使
命
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
方
東
樹
に
と
っ
て
、
桐
城
三
祖
の
継
承
は
、
家
学
か
ら
の
要
請

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
流
行
に
対
し
て
は
、「
方
姚
の
名
四
方
皆
な

知
る
を
攷
ふ
る
に
及
ん
で
、
其
の
門
人　

業
を
傳
ふ
る
も
の
多
し
と
雖
も
、
然
れ

ど
も
一
二
の
高
弟
の
親
炙
し
て
眞
に
知
る
も
の
を
除
い
て
の
外
は
、
皆
な
徒
ら
に

其
の
聲
に
坿
せ
ど
も
其
の
序
を
繼
ぐ
こ
と
を
克
く
せ
ず
（
及
攷
方
姚
之
名
四
方
皆

知
、
其
門
人
傳
業
雖
多
、
然
除
一
二
高
弟
親
炙
眞
知
外
、
皆
徒
坿
其
聲
而
不
克
繼

其
序
）。」（『
攷
槃
集
文
録
』
巻
四
「
劉
梯
堂
詩
集
序
」）
と
い
い
、
当
時
の
流
行

に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
彼
は
、
梅
曾
亮
ら
高
弟
に
対
し
て
は
、
十
分
な
敬
意
を

払
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
敬
意
は
、
桐
城
古
文
の
流
行
に
追
随
す
る
ほ
か
の

弟
子
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
彼
が
当
時
の
桐
城
古
文
の
隆
盛
を
必

ず
し
も
喜
ば
し
い
も
の
と
考
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
流
行
を
批
判
的
に
捉
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
桐
城
古
文
の
流
行
へ
の
批
判
と
し
て
、
方
東
樹
は
桐
城
人
文
と
い
う

枠
組
み
を
提
示
し
た
。
彼
の
「
馬
氏
詩
鈔
序
」
は
、
桐
城
人
文
に
つ
い
て
論
じ
た

文
章
で
あ
る
。
桐
城
人
文
の
伝
統
は
、
唐
宋
に
始
ま
り
、
そ
の
後
は
望
族
の
興
隆

に
と
も
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
家
法
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
桐
城

人
文
は
江
北
の
冠
と
し
て
、
比
類
な
き
隆
盛
を
誇
っ
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
桐

城
三
祖
以
外
の
作
者
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
不
要
と
す
る
主
張
に
対
し
、
次
の
よ
う

に
反
論
し
て
い
る
。

吾
れ
以
爲
ら
く
非
な
り
と
。
夫
れ
天
文
を
觀
る
者
、
日
月
の
明
を
覩
て
恒
星

を
蔑
む
こ
と
能
は
ず
、
地
理
を
察
す
る
者
、
泰
華
の
高
き
を
仰
ぎ
て
廬
霍
を

剷け
づ

る
こ
と
能
は
ず
。
且
つ
方
劉
姚
も
自
ら
作
者
の
籙
を
纂
む
れ
ば
、
而
れ
ば

人
の
子
孫
爲た

る
も
の
各
お
の
其
の
先
祖
の
美
を
顯
す
こ
と
、
其
の
義
固
よ
り

並
行
し
て
、
而
も
偏ひ
と

へ
に
廢
せ
ず
。
余
故
に
馬
君
の
詩
鈔
に
因
り
て
、
爲
め

に
一
邑
源
流
の
大
旨
を
著
し
、
來
者
を
し
て
攷
ふ
る
所
を
有
ら
し
め
、
而
し

て
又
た
以
て
天
下
事
理
の
方
無
く
し
て
一
道
を
以
て
之
れ
を
隘せ
ま

し
と
す
る
こ

と
の
容ゆ
る

さ
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
三
。（『
攷
槃
集
文
録
』
巻
四
「
馬
氏

詩
鈔
序
」）
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二
一

こ
こ
で
は
、
桐
城
三
祖
が
傑
出
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
ほ
か

の
作
者
を
顕
彰
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
す
る
。
彼
の
中
で
は
両
者
は
並
存
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
桐
城
人
文
を
総
体
と
し
て
評
価
し
、
そ
の
中
に
桐
城
三
祖

を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
桐
城
人
文
と
い
う
地
域
性
を
強
調
す
る

こ
と
で
、
桐
城
三
祖
に
つ
い
て
も
独
自
の
評
価
を
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

桐
城
人
文
を
総
体
と
し
て
評
価
す
る
姿
勢
は
、
弟
子
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ

た
。
そ
の
姿
勢
は
、
桐
城
に
関
す
る
文
献
整
理
と
し
て
、
現
実
化
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
文
献
整
理
に
よ
る
桐
城
人
文
の
継
承
に
つ
い
て
、
方
宗
誠
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

桐
城
の
山
川
、
雄
傑
に
し
て
盤

す
れ
ば
、
深
厚
た
る
こ
と
江
の
南
北
に
甲

た
り
。
磅
礴
と
し
て
鬱
積
す
る
こ
と
既
に
久
し
け
れ
ば
、
遂
に
發
し
て
人
文

と
爲
る
。
唐
宋
よ
り
已
に
然
り
。
唐
の
曹
松　

全
唐
詩
録
に
著
さ
れ
、
宋
の

李
公
麟　

宋
史
文
苑
傳
に
見
ゆ
。
明
に
迨お
よ

び
て
國
朝
に
至
り
、
人
文
尤
も
極

盛
に
推う
つ

る
。
康
熙
の
閒
、
何
芥
須
輯
め
て
龍
眠
古
文
有
り
、
潘
蜀
藻
輯
め
て

龍
眠
風
雅
有
り
、
皆
な
一
邑
の
詩
文
を
纂
集
す
る
な
り
。
道
光
の
閒
、
徐
樗

亭
、
戴
存
莊
、
復
た
賡
續
し
て
以
て
之
れ
を
廣
め
て
桐
舊
集
と
曰
ひ
、
桐
城

文
録
と
曰
ふ
。
而
も
世
家
巨
族
、
又
た
多
く
裒あ
つ

め
て
一
族
の
著
述
を
録
す
れ

ば
、
以
て
文
獻
を
存
す
。
方
氏
の
方
氏
詩
輯
有
り
、
馬
氏
の
馬
氏
詩
鈔
有
る

が
如
し
。
烏
呼
、
盛
ん
な
る
か
な
。
是
れ
皆
な
一
邑
鍾
毓
の
秀
に
し
て
、
徒

だ
一
族
の
光
顯
爲た

る
の
み
に
非
ざ
る
な
り
四
。（『
柏
堂
集
餘
編
』
巻
三
「
周

氏
清
芬
集
敍
」）

方
宗
誠
に
よ
れ
ば
、
桐
城
人
文
の
隆
盛
は
、
唐
宋
以
来
の
伝
統
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
、
詩
文
総
集
や
家
集
の
編
纂
と
し
て
結
実
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
師
弟
は
文
献
整
理
を
通
し
て
、
桐
城
人
文
を

世
間
に
喧
伝
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
桐
城
の
詩
文
総
集
と
し
て
、
戴
鈞
衡
は

文
漢
光
と
と
も
に
『
古
桐
郷
詩
選
』
を
編
み
、
方
宗
誠
と
『
桐
城
文
録
』
を
編
ん

で
い
る
。
ま
た
、
整
理
の
対
象
に
は
、
桐
城
三
祖
に
関
す
る
文
献
も
含
ん
で
い

る
。
方
苞
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
集
を
蘇
惇
元
と
戴
鈞
衡
が
『
望
溪
先
生
文
集
』

『
集
外
文
』『
外
文
補
遺
』
と
し
て
重
訂
し
、
あ
わ
せ
て
『
方
望
溪
先
生
年
譜
』
を

編
ん
だ
。
姚
鼐
に
つ
い
て
も
、
鄭
福
照
が
『
姚
惜
抱
先
生
年
譜
』
を
編
ん
で
い

る
。
方
東
樹
師
弟
は
、
こ
れ
に
並
行
し
て
そ
の
ほ
か
の
桐
城
作
者
に
対
す
る
家
集

や
別
集
も
刊
行
し
て
お
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
文
献
整
理
は
、
桐
城
人
文
を
称
揚

す
る
た
め
に
、
重
要
な
活
動
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
文
献
整
理
の
代
表
が
、
戴
鈞
衡
と
方
宗
誠
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
桐

城
文
録
』
で
あ
る
。
方
宗
誠
の
「
桐
城
文
録
敍
」（『
柏
堂
集
次
編
』
巻
一
）
に
よ

れ
ば
、『
桐
城
文
録
』
は
、
七
十
六
巻
、
桐
城
作
者
八
十
三
人
の
文
章
を
収
録
し

て
い
た
。
編
纂
の
目
的
に
つ
い
て
、
序
で
は
、
桐
城
三
祖
を
別
に
し
て
、
名
家
と

す
べ
き
者
が
数
人
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
も
、
学
術
文
章
を
論
じ
、
忠
孝
を

記
し
た
作
品
は
、
見
聞
を
広
め
、
故
実
と
し
て
遺
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、「
周
氏
清
芬
集
敍
」
と
同
じ
く
、
桐
城
人
文
の
歴
史
を
記
し
、
方
東
樹
の

「
馬
氏
詩
鈔
序
」
と
同
じ
く
、
桐
城
三
祖
と
そ
の
ほ
か
の
桐
城
作
者
の
関
係
を
、

天
文
と
地
理
の
比
喩
を
用
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、「
桐
城
文
録
敍
」

は
桐
城
人
文
に
関
す
る
師
弟
の
主
張
を
集
大
成
し
た
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
序
か
ら
は
、『
桐
城
文
録
』
が
師
の
主
張
を
受
け
継
ぎ
、
桐
城
人
文
を
称

揚
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。「
歐
陽
生
文
集
序
」
で
は
、

桐
城
派
が
地
域
を
越
え
て
伝
播
す
る
の
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
系
譜
が
、
師
承
と

い
う
縦
の
継
承
を
基
本
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
縦
の

継
承
で
は
な
く
、
桐
城
人
文
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
桐
城
三
祖
を
評
価
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
古
文
が
師
承
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
文
化
の
伝
統

か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ほ
か
の
地
域
で
は
、
継
承
が
難
し
い
こ
と

を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
姿
勢
を
反
映
し
て
、「
桐
城
文
録
敍
」
は
、
桐
城
三
祖
に
お
け
る
師
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二
二

承
を
、
限
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。
方
宗
誠
は
、「
我
が
朝
の
文
家
を
論
ず
る
者
、

多
く
望
溪
、
海
峰
、
惜
抱
の
三
先
生
を
推
す
も
、
而
れ
ど
も
三
先
生
實
に
各
お
の

其
の
能
を
極
め
て
、
相
い
沿
襲
せ
ず
（
我
朝
論
文
家
者
、
多
推
望
溪
、
海
峰
、
惜

抱
三
先
生
、
而
三
先
生
實
各
極
其
能
、
不
相
沿
襲
）。」（
前
出
「
桐
城
文
録
敍
」）

と
い
い
、
三
人
の
文
章
が
継
承
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
三

人
の
特
徴
と
し
て
、
方
苞
は
「
義
法
」
を
宗
と
し
、
道
義
人
倫
に
関
わ
る
作
品
で

な
け
れ
ば
、
軽
々
し
く
作
ら
な
か
っ
た
。
劉
大
櫆
は
「
品
藻
音
節
」
を
宗
と
し
、

文
章
の
法
を
方
苞
か
ら
受
け
た
が
、
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
作
風

を
完
成
さ
せ
た
。
姚
鼐
に
つ
い
て
は
、「
神
韻
」
を
宗
と
し
、
法
を
劉
大
櫆
と
姚

範
か
ら
受
け
た
が
、
作
品
に
は
独
自
の
深
い
理
解
が
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、

桐
城
三
祖
の
「
義
法
」「
品
藻
音
節
」「
神
韻
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
重
視
す
る
も
の
が

異
な
り
、
ま
た
師
か
ら
継
承
し
た
部
分
を
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
文
章
を
独
自

に
変
化
さ
せ
た
点
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
序
で
は
、
桐
城
三
祖
の
同
一
性
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
桐
城
文
録

敍
」
は
、
三
人
の
多
様
性
を
認
め
な
が
ら
、
桐
城
人
文
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
評

価
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
彼
ら
の
文
章
を
桐
城
古
文
と
し
て
同

一
視
し
、
そ
の
表
面
だ
け
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
対
す
る
批
判
が
潜
ん
で

い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
序
に
よ
れ
ば
、
桐
城
人
文
の
伝
統
は
、
姚
鼐
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
方

東
樹
師
弟
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
。「
桐
城
文
録
敍
」
で
は
、
姚
鼐
の
後
に
、
方

東
樹
と
姚
瑩
の
巻
を
特
に
立
て
、
そ
れ
に
方
東
樹
の
弟
子
の
巻
を
附
し
て
い
る
。

桐
城
の
文
、
植
之
先
生
よ
り
後
、
學
者
多
く
務
め
て
窮
理
の
學
を
爲を
さ

め
、
石

甫
先
生
よ
り
後
、
學
者
多
く
務
め
て
經
濟
の
學
を
爲を
さ

む
。
植
之
先
生
の
友
の

許
玉
峰
、
門
人
の
蘇
厚
子
、
後
進
の
張
瑞
階
、
方
魯
生
、
馬
命
之
、
皆
な
理

學
を
宗
主
す
る
者
な
り
。
今
ま
坿
し
て
許
玉
峰
、
蘇
厚
子
の
文
一
卷
、
張
瑞

階
、
方
魯
生
、
馬
命
之
の
文
一
卷
を
録
す
。

植
之
先
生
の
門
人
の
中
、
戴
存
莊
の
才
氣
を
以
て
を
大
と
爲
す
。
其
の
始
め

才
華
を
尚
び
、
繼
い
で
理
を
論
じ
事
を
論
ず
る
こ
と
を
好
め
ば
、
實
用
に
關

は
る
の
文
有
り
。
文
未
だ
精
ら
か
な
ら
ざ
る
と
雖
も
而
れ
ど
も
實
得
有
り
。

惜
む
ら
く
は
年
四
十
に
し
て
卒
せ
り
。
余　

桐
城
文
録
を
編
む
に
、
義
例
多

く
存
莊
と
手
訂
す
。
今
ま
存
莊
の
文
二
卷
を
録
し
て
終
ふ
五
。（
前
出
「
桐

城
文
録
敍
」）

方
宗
誠
は
、
方
東
樹
と
姚
瑩
を
経
て
、
自
分
た
ち
へ
と
つ
な
が
る
系
譜
を
示
し

た
。
方
東
樹
の
窮
理
の
学
を
受
け
継
ぐ
の
が
、
許
鼎
、
蘇
惇
元
、
張
泰
來
、
方
士

超
、
馬
三
俊
で
あ
り
、
戴
鈞
衡
は
窮
理
の
学
と
経
済
の
事
功
を
論
じ
、
実
用
に
関

わ
る
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
弟
子
た
ち
が
受
け
継
い
だ
の
は
、
桐
城
三
祖
の
文
章

そ
の
も
の
で
な
く
、
方
東
樹
や
姚
瑩
の
継
承
を
経
て
、
変
化
し
て
深
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
自
分
た
ち
が
桐
城
人
文
を
継
承
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
使
命
を
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

方
東
樹
師
弟
が
主
張
し
た
桐
城
人
文
は
、
桐
城
に
お
け
る
共
通
認
識
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
姚
瑩
は
『
康
輶
紀
行
』
の
中
で
、
桐
城
の
学
術
文
章
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
彼
は
、
ま
ず
桐
城
の
経
学
、
理
学
、
博
学
、
古
文
、
詩
学
に

お
け
る
代
表
を
列
挙
し
、
姚
範
と
姚
鼐
が
各
分
野
の
伝
統
を
綜
合
し
た
と
す
る
。

そ
れ
に
続
い
て
「
今
ま
方
植
之
東
樹
、
學
問
文
章
、
體
博
く
思
ひ
精
ら
か
な
れ

ば
、
其
れ
亦
た
編
修
と
惜
抱
先
生
と
の
後
塵
な
る
も
の
か
（
今
方
植
之
東
樹
、
學

問
文
章
、
體
博
思
精
、
其
亦
編
修
與
惜
抱
先
生
之
後
塵
矣
乎
）。」（『
康
輶
紀
行
』

巻
八
）
と
い
い
、
方
東
樹
を
桐
城
人
文
の
継
承
者
と
し
て
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
桐
城
人
文
は
、
方
東
樹
ら
が
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
周
辺
で

は
、
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
京
師
文
壇
で
は
、
こ
の
枠
組
み
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
歐
陽
生
文
集
序
」
で
は
、
桐
城
へ
の
伝
播
と
し
て
、
方
東
樹
と
戴
鈞
衡
の
名
を

挙
げ
る
の
み
で
、
系
譜
に
広
が
り
が
な
く
、
梅
曾
亮
師
弟
に
比
す
れ
ば
、
傍
流
の
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二
三

扱
い
で
あ
る
。
ま
た
、
曾
國
藩
は
、
桐
城
先
賢
の
法
の
守
護
者
と
な
ろ
う
と
す
る

戴
鈞
衡
の
意
気
込
み
を
記
す
が
、
そ
の
地
域
文
化
の
伝
統
を
継
承
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
を
奇
異
に
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
桐
城
人
文
と
い
う
枠
組
み
が
、

京
師
の
人
々
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
方
東
樹
師
弟
に
よ
る
桐
城
人
文
の
継
承
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ

ま
で
も
、
研
究
者
に
よ
っ
て
、
桐
城
の
地
域
文
化
が
桐
城
派
に
与
え
た
影
響
が
考

察
さ
れ
て
き
た
六
。
こ
う
し
た
視
点
は
、
方
東
樹
ら
が
す
で
に
提
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
桐
城
人
文
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
自
分
た
ち
を
桐
城
三

祖
の
継
承
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
当
時
の
桐
城
古
文

の
流
行
に
対
す
る
批
判
が
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

三
、
戴
名
世
の
再
評
価

方
東
樹
師
弟
の
文
献
整
理
は
、
後
世
の
桐
城
派
研
究
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
戴
名
世
の
再
評
価
で
あ
る
。
戴
名
世
は
桐
城
の
出
身

で
、
方
苞
の
友
人
で
あ
る
。
そ
の
古
文
は
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
康
熙
五
十
年

（
一
七
一
一
）
の
文
字
の
獄
『
南
山
集
』
案
が
発
生
す
る
と
、
彼
は
死
刑
に
処
せ

ら
れ
た
。
そ
の
後
は
「
宋
潛
虚
」
な
ど
の
仮
名
を
用
い
る
こ
と
で
、
人
々
は
禁
忌

に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
現
在
で
は
、
彼
を
桐
城
派
の
先
駆
と
み
な
し
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、

「
桐
城
四
祖
」
と
し
て
、
桐
城
三
祖
に
戴
名
世
を
加
え
て
い
る
。
近
代
以
降
に
お

け
る
戴
名
世
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
一
郎
「
桐
城
三
祖
お
よ
び
そ
の
学
統

に
お
け
る
戴
名
世
」（『
中
国
文
学
の
伝
統
と
再
生　

清
朝
初
期
か
ら
文
学
革
命
ま

で
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
）
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
動
き
は
、

す
で
に
清
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
エ
ー
ル=

ア
ン
リ
・
デ
ュ
ラ
ン

（
戴
廷
杰
）『
戴
名
世
年
譜
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
年

間
ま
で
は
、
戴
名
世
の
著
作
は
、
各
地
の
巡
撫
に
よ
っ
て
た
び
た
び
報
告
さ
れ
、

禁
書
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
報
告
は
、
嘉
慶
年
間
に
は
見
ら
れ
な
く
な

り
、
道
光
年
間
に
な
る
と
、
そ
の
著
作
が
ふ
た
た
び
刊
行
さ
れ
は
じ
め
た
七
。
こ

う
し
た
動
き
の
中
で
、
方
東
樹
師
弟
は
、
再
評
価
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
よ
う

に
な
っ
た
。

戴
名
世
へ
の
言
及
は
、
方
東
樹
や
姚
瑩
の
文
章
に
す
で
に
見
ら
れ
る
八
。
禁
令

の
下
で
も
、
桐
城
で
は
、
そ
の
名
を
ひ
そ
か
に
伝
え
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
方
宗

誠
「
記
張
皐
文
茗
柯
文
後
」
に
よ
れ
ば
、
晩
年
に
な
る
と
、
方
東
樹
は
戴
名
世
を

桐
城
三
祖
に
匹
敵
す
る
作
者
と
し
て
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
古

文
を
左
丘
明
、
莊
子
、
司
馬
遷
、
韓
愈
、
歐
陽
修
の
精
神
を
得
て
い
る
と
評
し
て

い
る
が
、
一
方
で
「
惟
だ
時
に
憤
り
俗
を
疾に
く

む
の
作
、
蘊
蓄
淵
懿
た
る
こ
と
は
三

家
に
遜ゆ
ず

り
、
而
も
其
の
紀
事
の
文
は
、
固
よ
り
夐
乎
と
し
て
尚
ぶ
べ
か
ら
ず
（
惟

憤
時
疾
俗
之
作
、
蘊
蓄
淵
懿
遜
三
家
、
而
其
紀
事
之
文
、
固
夐
乎
不
可
尚
矣
）。」

（『
柏
堂
集
前
編
』
巻
三
「
記
張
皐
文
茗
柯
文
後
」）
と
し
て
、
時
勢
へ
の
不
満
が

噴
出
し
た
作
品
は
、
そ
の
厚
み
と
深
み
が
桐
城
三
祖
に
及
ば
な
い
と
す
る
。
た
だ

し
、
こ
の
書
後
で
は
、
戴
名
世
を
清
の
名
家
十
人
に
含
め
て
お
り
、
単
な
る
地
方

作
家
の
一
人
と
は
見
な
し
て
い
な
い
。
方
東
樹
の
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
弟
子
た

ち
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

弟
子
た
ち
に
よ
る
再
評
価
と
し
て
は
、
ま
ず
戴
名
世
の
作
品
が
『
桐
城
文
録
』

に
収
録
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
序
に
つ
い
て
は
、
江
小
角
、
朱
楊

「
方
宗
誠
的
文
學
教
育
與
近
代
桐
城
派
傳
播
」（『
安
徽
大
學
學
報
（
哲
學
社
會
科

學
版
）』
二
〇
一
三
年
第
五
期
（
安
徽
大
學
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
）
で
も
言
及

さ
れ
て
い
る
が
、
方
宗
誠
は
ほ
ぼ
「
記
張
皐
文
茗
柯
文
後
」
の
評
価
を
引
き
継
い

で
い
る
。

望
溪
同
時
の
友
戴
潛
虚
先
生
、
文
頗
る
司
馬
子
長
、
歐
陽
永
叔
の
生
氣
逸
韻

を
得
、
其
の
空
靈
超
妙
た
る
こ
と
往
往
に
し
て
人
の
意
表
に
出
づ
。
惟
だ
蘊

蓄
淵
懿
、
沈
深
高
潔
た
る
こ
と
三
家
に
遜ゆ
ず

り
て
、
而
も
時
に
憤
り
俗
を
疾に
く

む
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二
四

の
作
、
尤
も
多
く
用
ふ
る
は
、
此
れ
古
へ
の
作
者
に
逮
ば
ず
。
先
生
又
た
文

字
を
以
て
禍
ひ
を
得
、
未
だ
深
く
力
を
用
ふ
る
こ
と
望
溪
の
如
く
な
る
こ
と

能
は
ざ
り
て
、
而
も
名
も
亦
た
遂
に
湮
没
せ
り
。
今
ま
坿
し
て
潛
虚
の
文
六

卷
を
録
す
九
。（
前
出
「
桐
城
文
録
敍
」）

こ
の
序
で
は
、
彼
が
司
馬
遷
や
歐
陽
修
の
気
韻
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
霊
妙
さ
が

人
々
の
想
像
を
超
え
る
こ
と
が
あ
る
と
評
価
す
る
。
こ
の
表
現
は
、
方
宗
誠
独
自

の
見
解
と
言
う
よ
り
、
師
の
教
え
を
改
め
て
表
明
し
た
も
の
と
言
え
る
。
た
だ

し
、
方
東
樹
の
場
合
、
桐
城
三
祖
に
及
ば
な
い
の
を
一
部
の
作
品
に
限
定
し
た

が
、
こ
こ
で
は
作
品
全
般
へ
の
評
価
と
し
て
い
る
点
が
異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

方
宗
誠
は
師
の
評
価
を
受
け
継
い
で
、『
桐
城
文
録
』
に
収
録
す
る
こ
と
で
、
戴

名
世
を
桐
城
人
文
の
一
員
と
認
め
た
の
で
あ
る
。

再
評
価
は
、
戴
名
世
の
古
文
だ
け
で
な
く
、
八
股
文
に
も
及
ん
だ
。
蘇
惇
元
は

そ
の
八
股
文
を
方
苞
兄
弟
と
並
べ
、「
本
朝
の
時
文
大
家
、
方
百
川
、
方
望
溪
、

戴
潛
虚
諸
公
の
如
き
は
、
少わ
か

き
時
皆
な
先
づ
古
文
を
作
り
、
而
る
後
に
格
を
降
ろ

し
て
時
文
を
爲つ
く

る
（
本
朝
時
文
大
家
、
如
方
百
川
、
方
望
溪
、
戴
潛
虚
諸
公
、
少

時
皆
先
作
古
文
、
而
後
降
格
爲
時
文
）。」（『
遜
敏
録
』
巻
四
）
と
い
う
。
ま
た
、

戴
鈞
衡
は
方
舟
、
竇
光
鼐
、
劉
大
櫆
と
並
べ
「
時
文
有
り
て
よ
り
以
來
、
震
川
を

推
し
て
極
と
爲
せ
ば
、
則
ち
我
が
朝
の
百
川
、
潛
虚
、
東
皐
、
海
峰
は
、
震
川
の

外
に
、
又
た
別
に
至
詣
に
臻い
た

る
（
自
有
時
文
以
來
、
推
震
川
爲
極
、
則
我
朝
百

川
、
潛
虚
、
東
皐
、
海
峰
、
於
震
川
外
、
又
別
臻
至
詣
）。」（『
馬
徴
君
遺
集
』
巻

末
「
養
心
齋
經
義
跋
」）
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
方
東
樹
の
弟
子
た
ち
は
、
戴

名
世
を
古
文
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
評
価
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
禁
忌
が
緩
ん
だ
こ
と
で
、
彼
ら
は
戴
名
世
を
桐
城
人
文
の
新
た
な
代
表

の
一
人
と
し
て
、
世
間
に
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
再
評
価
が
進
む
と
、
つ
い
に
は
、
弟
子
の
中
に
戴
名
世
を
桐
城

第
一
と
見
な
す
者
も
出
て
き
た
。
陳
澹
然
は
、「
桐
城
の
文
、
實
に
戴
氏
を
首
と

す
。
以お
も
へら
く
其
の
空
氣
の
能
く
萬
有
を
包
羅
す
る
こ
と
、
方
姚
の
但
だ
能
く
簡
潔

な
る
の
み
に
し
て
、
包
羅
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
の
若
く
に
非
ざ
る
な
り
と
（
桐
城

之
文
、
實
首
戴
氏
。
以
其
空
氣
能
包
羅
萬
有
、
非
若
方
姚
但
能
簡
潔
、
不
能
包
羅

也
）。」（『
晦
堂
書
録
』
巻
一
「
刪
訂
戴
南
山
集
八
卷
」）
と
い
い
、
そ
の
気
は
森

羅
万
象
を
包
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
そ
れ
は
簡
潔
を
貴
ぶ
方
苞
や
姚
鼐

で
は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戴
名
世
の
優
位
を
論
じ
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
の
は
、
方
苞
や
姚
鼐
を
別
格
と
せ
ず
、
同
じ
よ
う
に
桐
城
人
文
の

中
に
位
置
づ
け
た
か
ら
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

彼
ら
が
お
こ
な
っ
た
再
評
価
活
動
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き
が
、
戴
鈞
衡
に
よ

る
『
潛
虚
先
生
文
集
』
の
刊
行
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
『
南
山
先
生
年
譜
』
が
附
さ

れ
て
お
り
、
現
在
の
戴
名
世
研
究
の
基
礎
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
文
集
の
目
録
に

は
、
無
名
の
序
が
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
戴
名
世
の
文
章
を
次
の
よ
う
に
評
価
す

る
。

國
朝
の
作
者
閒ま

ま
出
づ
る
も
、
海
内
翕
然
と
し
て
推
し
て
正
宗
と
爲
す
は
、

吾
が
郷
の
望
溪
方
氏
に
如
く
は
莫
し
。
而
れ
ど
も
方
氏
生
平
極
め
て
嘆
服
す

る
所
の
者
は
則
ち
惟
だ
先
生
の
み
。
先
生　

望
溪
と
生
ま
る
る
に
同
里
と
爲

り
、
又
た
少わ
か

き
よ
り
志
意
相
い
得
て
、
老
に
迨お
よ

び
て
も
衰
へ
ず
。
其
の
學
力

の
淺
深
、
文
章
の
得
失
、
之
れ
を
知
る
こ
と
深
く
之
れ
を
信
ず
る
こ
と
篤
き

者
は
、
望
溪
に
如
く
は
莫
し
。
望
溪
之
れ
を
推
せ
ば
、
學
ぶ
者
其
れ
復
た
何

を
か
説
か
ん
や
十
。（『
潛
虚
先
生
文
集
』
巻
首
「
潛
虚
先
生
文
集
目
録
」）

こ
の
序
は
、
刊
行
者
で
あ
る
戴
釣
衡
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
方

苞
が
天
下
の
尊
崇
を
集
め
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、
戴
名
世
が
そ
の
友
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
彼
の
文
章
の
価
値
は
、
方
苞
の
み
が
知
っ
て
い
る

の
で
、
方
苞
の
古
文
を
学
ぶ
者
は
、
そ
の
文
章
も
あ
わ
せ
て
尊
重
す
べ
き
で
あ
る

と
主
張
し
た
。
こ
こ
で
は
、
当
時
の
桐
城
古
文
に
対
す
る
尊
崇
を
利
用
し
、
方
苞
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二
五

を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
で
、
彼
を
方
苞
の
地
位
ま
で
高
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
戴
鈞
衡
は
、
彼
を
方
苞
に
匹
敵
す
る
桐
城
人
文
の
代
表
と
見
な
し
た
の

で
あ
る
。

戴
鈞
衡
は
文
集
の
刊
行
だ
け
で
な
く
、
京
師
に
お
け
る
戴
名
世
の
認
知
に
つ
い

て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
京
師
文
壇
に
属
す
孫
鼎
臣
は
、
文
集
に
序
文

を
執
筆
し
て
い
る
が
、
方
苞
と
戴
名
世
を
、
韓
愈
と
李
翺
、
歐
陽
修
と
曾
鞏
の
師

弟
関
係
に
比
し
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
作
者
の
不
遇
に
つ
い
て
論
じ
、「
集

凡
そ
十
卷
、
予
に
貽
る
者
は
戴
存
莊
孝
廉
な
り
。
孝
廉
は
桐
城
の
人
な
れ
ば
、
其

の
郷
の
先
生
に
私
淑
す
る
者
な
り
。
既
に
業
を
卒を

へ
乃
ち
序
し
て
之
れ
を
藏
し
、

以
て
後
の
言
を
知
る
者
を
俟
た
ん
（
集
凡
十
卷
、
貽
予
者
戴
存
莊
孝
廉
。
孝
廉

桐
城
人
、
私
淑
其
郷
先
生
者
也
。
既
卒
業
乃
序
而
藏
之
、
以
俟
後
之
知
言
者
）。

（『
蒼
莨
初
集
』
巻
十
四
「
潛
虚
集
序
」）
と
し
て
、
序
を
執
筆
し
た
経
緯
を
記
し
、

戴
鈞
衡
を
桐
城
作
者
に
私
淑
す
る
者
と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
序
で
は
、
方
苞
と

戴
名
世
を
韓
愈
ら
の
師
弟
関
係
に
な
ぞ
ら
え
て
お
り
、
優
れ
た
作
者
と
認
め
て
い

る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
方
苞
が
主
で
戴
名
世
が
従
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
戴
名
世
を

桐
城
三
祖
に
匹
敵
す
る
作
者
と
は
捉
え
て
お
ら
ず
、
地
方
作
家
の
一
人
と
し
て
評

価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
京
師
で
は
桐
城
三
祖
を
別
格
と
し
て
い
る
た
め
、

戴
名
世
の
よ
う
な
、
そ
の
ほ
か
の
桐
城
作
者
に
対
す
る
関
心
は
低
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

本
章
で
は
、
戴
名
世
の
再
評
価
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
方
東
樹
ら
は
、
同
郷
人

と
し
て
、
桐
城
三
祖
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
桐
城
作
者
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
が
、
戴
名
世
を
再
評
価
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
彼
を

桐
城
派
の
先
駆
や
「
桐
城
四
祖
」
の
一
人
と
見
な
す
の
は
、
方
東
樹
師
弟
の
再
評

価
を
踏
ま
え
た
も
の
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
の
再
評
価
活
動
は
、
当
時
は
桐

城
内
部
に
と
ど
ま
り
、
京
師
で
は
十
分
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
も
、
同

じ
よ
う
に
桐
城
古
文
を
継
承
し
な
が
ら
、
桐
城
と
京
師
に
お
け
る
意
識
の
差
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、「
崇
祀
郷
賢
」
を
通
し
た
桐
城
派
へ
の
貢
献

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
方
東
樹
師
弟
は
、
桐
城
人
文
と
い
う
枠
組
み
を

提
示
し
、
そ
の
地
域
性
を
強
調
し
て
い
た
。
彼
ら
の
活
動
の
場
は
あ
く
ま
で
も
桐

城
で
あ
る
た
め
、
桐
城
三
祖
の
地
位
向
上
に
関
す
る
政
治
活
動
も
、
桐
城
で
展
開

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
彼
ら
が
関
わ
っ
た
桐
城
三
祖
の
「
崇
祀
郷

賢
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

「
崇
祀
郷
賢
」
は
、
桐
城
に
限
ら
ず
、
明
清
両
朝
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
で
広

く
お
こ
な
わ
れ
た
。
魏
峰
「
從
先
賢
祠
到
郷
賢
祠　

從
先
賢
祭
祀
看
宋
明
地
方
認

同
」（『
浙
江
社
會
科
學
』
二
〇
〇
八
年
九
期
（
浙
江
省
社
會
科
學
界
聯
合
會
、
二

〇
〇
八
年
）
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
明
に
な
る
と
厳
格
な
学
校
制
度
と
戸
籍
制
度
が

構
築
さ
れ
た
た
め
、
知
識
人
の
地
域
へ
の
帰
属
意
識
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。
そ
れ

が
地
方
祭
祀
制
度
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
、
郷
賢
祠
お
よ
び
名
宦
祠
が
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。
魏
氏
は
、
郷
賢
と
す
る
条
件
と
し
て
、
対
象
者
が
長
く
県
学
に
学

び
、
そ
の
道
徳
文
章
が
、
土
地
の
生
員
と
郷
老
か
ら
一
致
し
て
認
可
さ
れ
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
崇
祀
郷
賢
」
に
は
地
方
の
知
識
人
社
会
の
承

認
が
必
要
な
た
め
、
方
東
樹
師
弟
も
関
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
方
苞
や

姚
鼐
の
地
位
向
上
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
が
桐
城
人
文
の
継
承
者
と
し

て
認
知
さ
れ
、
ひ
い
て
は
桐
城
の
知
識
人
社
会
に
お
け
る
発
言
力
を
強
化
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
方
東
樹
の
「
崇
祀
郷
賢
」
へ
の
関
与
を
見
て
み
る
。
姚
鼐
を
郷
賢
と
す

る
た
め
、
彼
は
「
爲
姫
傳
先
生
請
祀
郷
賢
公
啓
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

は
、
そ
の
学
行
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
請
願
し
て

い
る
。郷

評
既
に
協あ

は
す
る
に
、
儒
林
の
冠
冕
と
し
て
、
祀
典
に
合
ふ
こ
と
有
り

て
、
禮
制
に
愆あ
や
まる
こ
と
無
し
と
。
此
れ
が
爲
め
に
公
籲
し
、
郷
賢
に
題
請
し

て
、
以
て
學
行
を
彰
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
申
詳
す
。
庶こ
ひ
ね
が幾
は
く
ば
仰
ぎ
て
崇
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二
六

祀
を
叨
か
た
じ
け
な

く
し
、
芳
烈
を
し
て
無
窮
に
奮
ひ
、
渥あ
つ

く
褒
嘉
を
荷に
な

は
し
め
ば
、

自
ら
俎
豆
し
て
弈
世
に
榮
え
ん
。
相
い
應
じ
て
其
の
事
册
に
備
へ
、
郷
族

の
甘
結
を
並
べ
れ
ば
、
呈
送
査
核
し
て
、
施
行
す
る
こ
と
を
詳
請
せ
ん
十
一
。

（『
攷
槃
集
文
録
』
巻
十
二
「
爲
姫
傳
先
生
請
祀
郷
賢
公
啓
」）

方
東
樹
は
「
郷
評
」
に
言
及
し
、
そ
の
活
動
が
、
桐
城
の
知
識
人
た
ち
か
ら
支

持
を
得
て
い
る
と
し
て
い
る
。「
崇
祀
郷
賢
」
は
、
そ
の
土
地
の
知
識
人
社
会
の

輿
論
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
彼
ら
へ
根
回
し
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
郷
賢
に
列
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
学
行
が
評
価
さ
れ
、
桐
城
知
識

人
社
会
に
お
け
る
地
位
が
高
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
姚
鼐
が
郷
賢
と
な
る
こ
と

は
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
弟
子
の
発
言
力
も
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

姚
鼐
の
地
位
向
上
は
、
方
東
樹
だ
け
で
な
く
、
姚
門
に
共
通
す
る
願
い
で
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

実
際
に
、
姚
鼐
の
「
崇
祀
郷
賢
」
は
、
姚
門
の
弟
子
た
ち
の
協
力
が
あ
っ
た
。

鄭
福
照
『
姚
惜
抱
先
生
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
道
光
十
年
（
一
八
三
〇
）
に
安
徽
巡

撫
に
よ
り
、
姚
鼐
を
郷
賢
祠
に
祀
る
こ
と
が
申
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
巡
撫

は
姚
門
の
鄧
廷
楨
で
あ
り
、
方
東
樹
と
も
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
。
姚
瑩
の
『
姚

氏
先
德
傳
』
巻
四
は
、
道
光
十
年
の
う
ち
に
姚
鼐
の
郷
賢
が
認
め
ら
れ
た
と
記

す
が
、
王
達
敏
『
姚
鼐
與
乾
嘉
學
派
』（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
第
八
章

に
よ
れ
ば
、
姚
範
と
姚
鼐
の
郷
賢
は
、
道
光
十
二
年
（
一
八
三
二
）
に
認
め
ら

れ
た
と
す
る
。
王
氏
は
、
こ
の
活
動
に
関
す
る
文
書
が
、
姚
瑩
に
よ
っ
て
ま
と

め
ら
れ
、『
桐
城
姚
薑
塢
惜
抱
兩
先
生
崇
祀
郷
賢
録
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
、
姚
鼐
の
場
合
は
、
鄧
廷
楨
や
姚
瑩
な
ど
の
姚
門
の
有
力
者
が

関
わ
っ
た
た
め
、
速
や
か
に
郷
賢
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
姚

門
の
桐
城
に
お
け
る
発
言
力
の
強
化
に
も
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
姚
鼐
の

「
崇
祀
郷
賢
」
は
、
方
東
樹
の
弟
子
た
ち
が
入
門
す
る
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

お
そ
ら
く
こ
の
時
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
彼
ら
は
、
後
に
「
崇
祀
郷
賢
」
へ
の
関

与
を
、
さ
ら
に
深
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

彼
ら
が
め
ざ
し
た
の
は
、
方
苞
の
「
崇
祀
郷
賢
」
で
あ
っ
た
。
方
宗
誠
に
よ
れ

ば
、
蘇
惇
元
は
方
苞
の
文
集
を
重
訂
し
た
だ
け
で
な
く
、「
里
人
を
率
ゐ
て
、
大

吏
に
言
ひ
て
、
奏
し
て
郷
賢
祠
に
從
祀
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
（
率
里
人
、
言
於
大

吏
、
奏
請
從
祀
於
郷
賢
祠
）。」（『
遜
敏
録
』
巻
首
「
蘇
厚
子
先
生
傳
」）
と
い
う

活
動
を
し
て
お
り
、
そ
の
郷
賢
を
め
ざ
し
て
い
た
。
ま
た
、
戴
鈞
衡
は
桐
郷
書

院
を
運
営
す
る
た
め
に
、「
桐
郷
書
院
四
義
」
を
執
筆
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が

「
祀
郷
賢
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
先
賢
を
祀
る
こ
と
の
必
要
性
を
論
じ
、

桐
城
で
は
、
明
の
正
德
年
間
以
降
で
功
績
が
顕
著
な
者
と
し
て
、
何
唐
、
方
學

漸
、
方
苞
、
姚
鼐
の
名
を
挙
げ
る
。
方
苞
と
姚
鼐
の
名
を
挙
げ
た
理
由
と
し
て
、

彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

望
溪
の
學
行
、
篤
實
純
粹
に
し
て
、
惜
抱
生
ま
る
る
に
乾
嘉
に
當
り
、
海
内

の
攷
證
家
方ま
さ

に
盛
ん
に
し
て
、
出
づ
る
も
の
奴
と
し
入
る
も
の
主
と
し
て
、

程
を
漂
ひ
る
が
へ

し
朱
を
焚
き
、
悖も
と

り
て
道
義
を
害そ
こ
な

ふ
。
先
生
獨
り
卓
識
あ
り
て

惑
ふ
所
と
爲
ら
ず
、
折
衷
し
て
論
斷
し
、
一
に
和
平
に
歸
す
。
數
先
生
は
、

名
は
當
時
に
在
り
、
功
は
奕
禩
に
垂の
こ

せ
ば
、
是
れ
急
ぎ
宜
し
く
奉
り
て
以
て

崇
祀
す
べ
き
な
り
十
二
。（『
味
經
山
館
文
鈔
』
巻
一
「
桐
郷
書
院
四
議
」）

こ
こ
で
は
郷
賢
と
す
べ
き
理
由
と
し
て
、
古
文
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
二
人
の

学
行
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
方
東
樹
ら
は
、
桐
城
三
祖
の
学

術
に
お
け
る
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
自
任
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
特
に
学
行
を

理
由
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
姚
鼐
に
つ
い
て
は
、
漢
学
へ
の
攻
撃
を
取
り
上
げ

て
い
る
が
、
こ
の
功
績
は
、
方
東
樹
の
『
漢
學
商
兌
』
の
先
駆
と
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。
あ
え
て
こ
れ
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
戴
鈞
衡
は
自
分
た
ち
の
地
位
向
上
に

も
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
方
苞
の
「
崇
祀
郷
賢
」
に
関
し
て
は
、
知
識
人
社
会
の
反
発
も
招
い
た
よ
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二
七

う
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
郷
賢
と
し
て
祀
ら
れ
る
に
は
、
郷
土
へ
の
功
績

以
外
に
、
県
学
で
長
期
間
学
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
対
象
者
は
、
知
識
人

社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
方
苞
の
場
合
は
、
こ
の
条

件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
方
東
樹
の
弟
子
た
ち
は
苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
方
宗
誠
の
「
復
何
小
宋
方
伯
」
か
ら
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。宗

誠
遍
く
故
籍
を
檢
す
る
に
、
實
に
稽
ふ
る
べ
き
こ
と
無
く
、
惟
だ
國
家
舊

制
を
考
ふ
る
に
、
郷
賢
を
祀
ら
ん
こ
と
と
名
宦
を
祀
ら
ん
こ
と
と
を
請
ふ
は

同
じ
か
ら
ず
。
名
宦
必
ず
政
蹟
を
臚
擧
す
る
は
、
實
に
功
德
を
民
に
有
れ
ど

も
、
郷
賢
は
則
ち
凡
そ
德
行
學
問
有
り
て
、
一
郷
の
表
率
と
爲
す
に
足
る
者

は
、
皆
な
郷
に
祀
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
べ
し
。
定
め
て
功
德
利
益
を
郷
に
有
り

て
而
る
後
に
祀
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
べ
き
を
必も
ち

ひ
ざ
る
な
り
。
桐
城
の
方
百
川

先
生
名
は
舟
の
如
き
は
、
籍
を
上
元
の
廩
貢
生
に
寄
せ
、
年
三
十
七
に
し
て

卒
す
。
寒
儒
何
ぞ
功
德
を
郷
に
あ
ら
ん
。
惟
だ
文
行
高
邁
な
る
を
以
て
、
天

下
宗
仰
す
れ
ば
、
遂
に
没
後
に
、
入
り
て
郷
賢
祠
に
祀
ら
る
。
其
の
弟
望
溪

先
生
名
は
苞
、
少わ
か

く
し
て
桐
城
の
諸
生
と
爲
る
も
、
後
に
京
師
に
官
た
り

て
、
老
い
て
は
金
陵
に
居
り
、
未
だ
曾
て
桐
城
に
一
日
も
居
ら
ざ
れ
ば
、
其

の
功
德
無
き
こ
と
、
桐
に
在
れ
ば
知
る
べ
し
。
亦
た
惟
だ
經
學
文
章
を
以
て

一
世
に
師
法
た
り
て
、
官
に
居
る
こ
と
又
た
名
臣
爲た

れ
ば
、
遂
に
咸
豐
元

年
に
、
桐
城
の
郷
賢
祠
に
祀
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。
其
の
他
、
宿
松
の
朱
字
緑

太
史
名
は
書
、
桐
城
の
姚
薑
塢
太
史
名
は
範
、
姚
惜
抱
郎
中
名
は
鼐
の
如
き

は
、
皆
な
功
德
を
郷
に
有
る
に
非
ず
し
て
、
止
だ
博
學
高
文
品
行
端
潔
を
以

て
後
生
の
典
型
と
爲
る
十
三
。（『
柏
堂
集
外
編
』
卷
七
「
復
何
小
宋
方
伯
」）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
方
苞
の
場
合
は
、
咸
豐
元
年
（
一
八
五
一
）
に
申
請
さ
れ
、

姚
鼐
か
ら
二
十
年
ほ
ど
遅
れ
た
。
遅
れ
た
理
由
は
、
彼
が
生
前
に
桐
城
に
貢
献
し

た
こ
と
が
な
く
、
郷
土
に
功
績
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
郷
賢
を

め
ざ
す
こ
と
は
、
知
識
人
社
会
か
ら
合
意
を
得
ら
れ
に
く
い
状
況
だ
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
方
宗
誠
は
書
簡
に
お
い
て
、
郷
賢
の
条
件
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
旧
来
の
条
件
を
変
更
し
、
学
行
文
章
が
顕
著
で
あ
る
だ
け
で
よ
い

と
し
て
い
る
。
変
更
に
と
も
な
い
、「
崇
祀
郷
賢
」
の
対
象
者
は
増
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
方
苞
の
「
崇
祀
郷
賢
」
が
実
現
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
方
宗
誠
ら
に
と
っ
て
は
、
桐
城
三
祖
を
桐
城
の
郷
賢
と
す
る
こ
と

で
、
外
に
は
桐
城
の
名
声
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
内
に
は
自
分
た
ち
に
対
す
る

認
知
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
方
東
樹
師
弟
に
と
っ
て
は
、「
崇
祀

郷
賢
」
は
単
な
る
地
方
祭
祀
で
は
な
く
、
自
ら
の
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
の
で
き

る
政
治
的
活
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、「
崇
祀
郷
賢
」
に
関
す
る
方
東
樹
師
弟
の
活
動
を
見
て
き
た
。
社

会
的
地
位
が
低
い
知
識
人
は
、
そ
の
土
地
に
お
い
て
も
限
定
的
な
影
響
力
し
か
発

揮
で
き
な
い
。
方
苞
や
姚
鼐
を
郷
賢
と
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
地
位
向
上
を

ね
ら
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
劉
大
櫆
に
つ
い
て
は
、『
桐
城
耆
舊
傳
』

で
も
、
郷
賢
に
祀
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
な
く
、
方
東
樹
の
周
辺
に
も
、
そ
の
郷

賢
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
そ
の
学
行
に
注
目
す

べ
き
も
の
が
な
い
こ
と
、
桐
城
県
で
も
樅
陽
の
出
身
で
あ
る
こ
と
、
方
氏
や
姚
氏

の
よ
う
な
望
族
の
出
身
で
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
劉
大
櫆
の
「
崇
祀
郷

賢
」
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
桐
城
三
祖
内
で
の
地
位
が
反
映
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
、
彼
ら
の
活
動
は
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
っ
た
。『
桐
城
耆
舊
傳
』

巻
十
「
方
植
之
先
生
傳
弟
百
十
」
に
よ
れ
ば
、
光
緒
元
年
（
一
八
七
五
）
に
は
、

方
東
樹
が
つ
い
に
郷
賢
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
弟
子
た
ち
の
活
動
が
継
続
的
に

続
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
方
東
樹
師
弟
は
、「
崇
祀
郷
賢
」
を
通
し
て
、

桐
城
三
祖
の
地
位
向
上
だ
け
で
な
く
、
そ
の
継
承
者
と
し
て
自
分
た
ち
の
地
位
向

上
も
実
現
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
八

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
方
東
樹
師
弟
に
注
目
し
、
彼
ら
が
桐
城
派
形
成
に
果
た
し
た
役
割

に
つ
い
て
見
て
き
た
。
彼
ら
は
活
動
の
拠
点
を
桐
城
に
置
き
、
文
献
整
理
や
「
崇

祀
郷
賢
」
に
よ
っ
て
、
桐
城
三
祖
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
、
桐
城
人
文
の
枠
組
み

を
提
示
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
戴
名
世
の
再
評
価
な
ど
、
現
在
の
桐
城
派
研
究
に

貢
献
し
た
成
果
も
あ
っ
た
。

「
歐
陽
生
文
集
序
」
で
は
、
桐
城
派
の
各
地
へ
の
伝
播
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は

同
時
に
、
文
学
流
派
と
し
て
の
中
心
を
失
う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
分
派
と
さ

れ
る
陽
湖
派
や
湘
郷
派
が
生
ま
れ
た
の
は
、
桐
城
派
拡
大
が
も
た
ら
し
た
結
果
だ

と
も
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
桐
城
古
文
は
、
一
時
の
流
行
に
終
わ
る
可
能
性

が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
桐
城
で
は
、
方
東
樹
師
弟
が
桐
城
人
文
を
継
承
し
て
い
た
。
今
回
の

考
察
か
ら
は
、
弟
子
た
ち
の
活
動
が
、
ほ
ぼ
方
東
樹
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
受
け
継

ぎ
、
き
わ
め
て
同
一
性
の
高
い
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
社
会

的
地
位
の
低
さ
ゆ
え
、
当
時
の
流
行
へ
の
対
抗
意
識
が
強
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
多
く
の
弟
子
が
こ
の
世
を
去
っ
て
も
、
方
宗
誠
が
中
心
と
な
っ
て
、

そ
の
教
え
は
桐
城
で
伝
え
ら
れ
た
。
後
に
、
桐
城
出
身
の
吳
汝
綸
と
馬
其
昶
が
、

晩
清
の
桐
城
派
を
担
っ
て
い
く
が
、
前
者
は
方
宗
誠
の
推
薦
に
よ
っ
て
曾
國
藩
の

幕
客
と
な
り
、
後
者
は
彼
に
師
事
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
方
宗
誠
か
ら
強
い
影
響

を
受
け
て
お
り
、
彼
ら
が
桐
城
派
の
代
表
と
な
っ
た
こ
と
で
、
ふ
た
た
び
桐
城
の

地
が
、
桐
城
派
の
中
心
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一　
「
閒
有
録
藁
、
必
正
之
植
之
先
生
與
同
門
厚
子
、
鐘
甫
、
存
之
三
人
者
、
而
後
存
。
歳

庚
戌
壬
子
、
先
後
兩
入
都
。
湘
郷
曾
侍
郎
、
仁
和
邵
映
垣
、
山
陽
魯
通
甫
、
武
陵
楊
性

農
、
巴
陵
吳
南
屏
、
復
加
審
正
、
選
存
若
干
首
。」

二　
「
桐
城
古
文
名
天
下
、
則
以
方
望
溪
、
劉
海
峰
、
姚
惜
抱
三
先
生
、
實
爲
海
内
文
章
之

宗
。
承
學
之
士
、
濡
染
日
深
、
往
往
喜
以
文
辭
自
見
。
曩
者
、
不
自
揣
量
、
與
予
友
文

鍾
甫
、
戴
存
莊
、
馬
命
之
以
經
學
行
義
相
砥
勵
、
而
又
以
餘
力
從
事
于
辭
章
。
以
爲
文

者
道
之
末
、
而
要
亦
學
中
所
有
事
也
。」

三　
「
吾
以
爲
非
也
。
夫
觀
天
文
者
、
覩
日
月
之
明
而
不
能
蔑
恒
星
、
察
地
理
者
、
仰
泰
華

之
高
而
不
能
剷
廬
霍
。
且
方
劉
姚
自
纂
作
者
之
籙
、
而
爲
人
子
孫
各
顯
其
先
祖
之
美
、

其
義
固
並
行
、
而
不
偏
廢
。
余
故
因
馬
君
之
詩
鈔
、
爲
著
一
邑
源
流
之
大
旨
、
俾
來
者

有
所
攷
、
而
又
以
明
天
下
事
理
無
方
而
不
容
以
一
道
隘
之
也
。」

四　
「
桐
城
山
川
、
雄
傑
盤

、
深
厚
甲
於
江
南
北
。
磅
礴
鬱
積
既
久
、
遂
發
而
爲
人
文
。

自
唐
宋
已
然
矣
。
唐
曹
松
著
於
全
唐
詩
録
、
宋
李
公
麟
見
於
宋
史
文
苑
傳
。
迨
明
至
國

朝
、
人
文
尤
推
極
盛
。
康
熙
閒
、
何
芥
須
輯
有
龍
眠
古
文
、
潘
蜀
藻
輯
有
龍
眠
風
雅
、

皆
纂
集
一
邑
之
詩
文
也
。
道
光
閒
、
徐
樗
亭
、
戴
存
莊
、
復
賡
續
以
廣
之
曰
桐
舊
集
、

曰
桐
城
文
録
。
而
世
家
巨
族
、
又
多
裒
録
一
族
之
著
述
、
以
存
文
獻
焉
。
如
方
氏
之
有

方
氏
詩
輯
、
馬
氏
之
有
馬
氏
詩
鈔
。
烏
呼
、
盛
哉
。
是
皆
一
邑
鍾
毓
之
秀
、
非
徒
爲
一

族
之
光
顯
也
。」

五　
「
桐
城
之
文
、
自
植
之
先
生
後
、
學
者
多
務
爲
窮
理
之
學
、
自
石
甫
先
生
後
、
學
者
多

務
爲
經
濟
之
學
。
植
之
先
生
友
許
玉
峰
、
門
人
蘇
厚
子
、
後
進
張
瑞
階
、
方
魯
生
、
馬

命
之
、
皆
宗
主
理
學
者
。
今
坿
録
許
玉
峰
、
蘇
厚
子
文
一
卷
、
張
瑞
階
、
方
魯
生
、
馬

命
之
文
一
卷
。

　
　

植
之
先
生
門
人
中
、
以
戴
存
莊
才
氣
爲
大
。
其
始
尚
才
華
、
繼
好
論
理
論
事
、
有
關

實
用
之
文
。
文
雖
未
精
而
有
實
得
。
惜
年
四
十
而
卒
矣
。
余
編
桐
城
文
録
、
義
例
多
與

存
莊
手
訂
。
今
録
存
莊
文
二
卷
終
焉
。」

六　

桐
城
の
地
域
文
化
と
桐
城
派
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
吳
孟
復
『
桐
城
文
派
述
論
』

（
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
第
二
章
、
程
根
榮
「
桐
城
派
形
成
原
因
六
説
」

（
安
徽
大
學
桐
城
派
研
究
所
編
『
桐
城
派
與
明
清
學
術
文
化
』（
安
徽
大
學
出
版
社
、
二

〇
〇
八
年
））、
曾
光
光
『
桐
城
派
與
晩
清
文
化
』
第
一
章
（
黃
山
書
社
、
二
〇
一
一

年
）、
李
波
、
王
學
剛
「
論
晩
明
桐
城
文
化
對
桐
城
派
的
影
響
」（『
文
藝
評
論
』
二
〇
一
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二
九

四
年
八
期
（
黑
龍
江
省
文
學
藝
術
會
聯
合
會
、
二
〇
一
四
年
）
所
収
）
な
ど
で
論
じ
ら
れ

て
い
る
。

七　

乾
隆
五
十
五
年
（
一
七
九
〇
）
に
浙
江
巡
撫
が
『
戴
田
有
時
文
』
を
禁
書
名
目
に
録

入
し
た
の
が
最
後
で
あ
る
。
ま
た
、
道
光
七
年
（
一
八
二
七
）
に
『
孑
遺
録
』
の
重
刻

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

八　

方
東
樹
は
「
先
生　

吾
が
郷
の
宋
潛
虚
、
方
望
溪
先
生
と
交
は
る
こ
と
最
も
契あ

ふ

（
先
生
與
吾
郷
宋
潛
虚
、
方
望
溪
先
生
交
最
契
）。」（『
攷
槃
集
文
録
』
巻
三
「
朱
字
緑
先

生
文
集
序
」）
と
い
い
、
戴
名
世
と
方
苞
、
朱
書
の
交
遊
に
触
れ
て
い
る
。
姚
瑩
は
、
前

出
の
『
康
輶
紀
行
』
巻
八
で
、
桐
城
に
お
け
る
古
文
の
代
表
と
し
て
、
方
苞
と
と
も
に

「
戴
潛
夫
先
生
名
世
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。

九　
「
望
溪
同
時
友
戴
潛
虚
先
生
、
文
頗
得
司
馬
子
長
、
歐
陽
永
叔
之
生
氣
逸
韻
、
其
空
靈

超
妙
往
往
出
人
意
表
。
惟
蘊
蓄
淵
懿
、
沈
深
高
潔
遜
三
家
、
而
憤
時
疾
俗
之
作
、
尤
多

用
、
此
不
逮
古
作
者
。
先
生
又
以
文
字
得
禍
、
未
能
深
用
力
如
望
溪
、
而
名
亦
遂
湮
没

矣
。
今
坿
録
潛
虚
文
六
卷
。」

十　
「
國
朝
作
者
閒
出
、
海
内
翕
然
推
爲
正
宗
、
莫
如
吾
郷
望
溪
方
氏
。
而
方
氏
生
平
極
所

嘆
服
者
則
惟
先
生
。
先
生
與
望
溪
生
爲
同
里
、
又
自
少
志
意
相
得
、
迨
老
不
衰
。
其
學

力
之
淺
深
、
文
章
之
得
失
、
知
之
深
而
信
之
篤
者
、
莫
如
望
溪
。
望
溪
推
之
、
學
者
其

復
何
説
也
。」

十
一　
「
郷
評
既
協
、
儒
林
冠
冕
、
有
合
祀
典
、
無
愆
禮
制
。
爲
此
公
籲
、
申
詳
題
請
郷

賢
、
以
彰
學
行
。
庶
幾
仰
叨
崇
祀
、
俾
芳
烈
奮
於
無
窮
、
渥
荷
褒
嘉
、
自
俎
豆
榮
於
奕

世
。
相
應
備
其
事
册
、
並
郷
族
甘
結
、
呈
送
査
核
、
詳
請
施
行
。」

十
二　
「
望
溪
學
行
、
篤
實
純
粹
、
惜
抱
生
當
乾
嘉
、
海
内
攷
證
家
方
盛
、
出
奴
入
主
、
漂

程
焚
朱
、
悖
害
道
義
。
先
生
獨
卓
識
不
爲
所
惑
、
折
衷
論
斷
、
一
歸
和
平
。
數
先
生
者
、

名
在
當
時
、
功
垂
奕
禩
、
是
急
宜
奉
以
崇
祀
也
。」

十
三　
「
宗
誠
遍
檢
故
籍
、
實
無
可
稽
、
惟
考
國
家
舊
制
、
請
祀
郷
賢
與
祀
名
宦
不
同
。
名

宦
必
臚
擧
政
蹟
、
實
有
功
德
於
民
、
郷
賢
則
凡
有
德
行
學
問
、
足
爲
一
郷
之
表
率
者
、

皆
可
請
祀
於
郷
。
不
必
定
有
功
德
利
益
於
郷
而
後
可
請
祀
也
。
如
桐
城
方
百
川
先
生
名

舟
、
寄
籍
上
元
廩
貢
生
、
年
三
十
七
而
卒
。
寒
儒
何
功
德
於
郷
。
惟
以
文
行
高
邁
、
天

下
宗
仰
、
遂
於
没
後
、
入
祀
郷
賢
祠
。
其
弟
望
溪
先
生
名
苞
、
少
爲
桐
城
諸
生
、
後
官

京
師
、
老
居
金
陵
、
未
曾
居
桐
城
一
日
、
其
無
功
德
、
在
桐
可
知
。
亦
惟
以
經
學
文
章

師
法
一
世
、
居
官
又
爲
名
臣
、
遂
於
咸
豐
元
年
、
請
祀
桐
城
郷
賢
祠
。
其
他
、
如
宿
松

朱
字
緑
太
史
名
書
、
桐
城
姚
薑
塢
太
史
名
範
、
姚
惜
抱
郎
中
名
鼐
、
皆
非
有
功
德
於
郷
、

止
以
博
學
高
文
品
行
端
潔
爲
後
生
典
型
。」
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